
町
民
文
芸
（
敬
称
略
）

◆
小
畑
蛍
川
句
会

わ
か
さ
ぎ
の
釣
り
舟
遠
く
凪
光
る

御
柱
の
荒
き
史
き
跡
初
詣　
　
　
　
　
　
ま
さ
子

　
猪
を
追
ひ
出
す
場
所
に
ま
つ
猟
師

猛
り
立
つ
火
や
初
富
士
を
ま
な
か
ひ
に　
紀
年

　
年
忘
れ
歌
き
き
う
た
う
想
い
出
を

過
ち
を
く
り
返
し
つ
つ
年
迎
う　
　
　
　
恭
一

　
過
ぎ
し
日
を
し
み
じ
み
恭
賀
詣
で
け
り

建
つ
工
場
雪
の
伊
吹
の
遠
く
見
ゆ　
　
　
好

　
雪
化
粧
ス
マ
ホ
に
送
り
帰
り
待
つ

臘
梅
の
香
に
和
み
も
ら
ひ
け
り　
　
　
　
千
代
子

　
八
十
路
に
入
る
梅
一
輪
の
日
向
か
な

初
夢
の
動
き
は
二
十
歳
八
十
路
た
り　
　
吉
一

　
初
雪
や
庭
木
の
棚
の
輝
や
か
に

息
切
れ
す
仏
壇
飾
り
年
用
意　
　
　
　
　
誠

　
井
戸
水
を
弾
く
大
根
の
白
き
か
な

苔
玉
の
映
る
障
子
や
茶
筅
の
音　
　
　
　
美
恵
子

　
恙
な
く
棒
の
ご
と
し
や
去
年
今
年

寿
金
箔
入
り
の
年
酒
酌
む　
　
　
　
　
　
隆
司

哀
し
い
ね
子
供
一
人
が
ま
た
虐
待
死
け
も
の
よ
り
人
の
心
は
あ
ら
ぶ
る
か

水
嶺
湖
錦
織
り
な
す
山
写
し
江
口
夜
詩
館
に
孫
の
ピ
ア
ノ
聴
く

編
み
返
す
子
等
の
セ
ー
タ
ー
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ
に
色
と
り
ど
り
の
糸
を
結
び
て

友
よ
り
の
蠟
梅
は
つ
に
蕾
つ
く
わ
ず
か
五
粒
薫
り
を
待
ち
て

蕗
の
薹
六
つ
出
て
を
り
ぽ
こ
ぽ
こ
と
痩
せ
畑
の
中
の
い
つ
も
の
場
所
に

膝
痛
み
歩
く
困
難
身
に
し
み
て
今
情
け
な
く
足
さ
す
る
吾

か
き
廻
す
や
う
に
輪
中
に
爆
音
す
眠
れ
ぬ
こ
こ
は
滝
山
つ
づ
き

◆
ま
ほ
ろ
ば
短
歌
会

竹
田
義
秋

村
上
や
す
子

早
川
弘
美

古
川
奈
津

村
上
潔
子

後
藤
久
子

重
金
英
男

　
こ
の
運
動
は
、
広
く
県
民
に
山
火
事

予
防
意
識
の
啓
発
を
図
る
と
と
も
に
、

予
防
対
策
を
強
化
し
、
森
林
の
保
全
と

地
域
の
安
全
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
も
の
で
す
。

「
忘
れ
な
い　
豊
か
な
森
と
火
の
怖
さ
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
全
国
に
お
い
て
も

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

○
郡
消
防
操
法
大
会（
消
防
ポ
ン
プ
車
）

　
実
施
月
日　
６
月
16
日（
日
）

　
実
施
場
所　
町
中
央
公
民
館

○
県
消
防
操
法
大
会

　
実
施
月
日　
８
月
４
日（
日
）

　
実
施
場
所　
高
山
市

　
○
郡
消
防
協
会
機
動
演
習

　
実
施
月
日　
11
月
上
旬

　
実
施
場
所　
中
部
地
区

　
○
消
防
団
年
末
夜
警

　
実
施
月
日　
12
月
29
日（
日
）〜
30
日（
月
）

　
実
施
場
所　
養
老
町
内

　
○
町
消
防
出
初
式

　
実
施
月
日　
平
成
32
年
１
月
12
日（
日
）

　
実
施
場
所　
町
民
会
館

　
○
郡
消
防
協
会
講
習
会

　
実
施
月
日　
未
定

　
実
施
場
所　
町
総
合
体
育
館

○
エ
ア
ゾ
ー
ル
製
品
な
ど
の
事
故
に
つ

い
て

　
平
成
30
年
12
月
、
札
幌
市
で
屋
内
に

て
大
量
の
エ
ア
ゾ
ー
ル
製
品
の
内
容
物

を
破
棄
作
業
中
、
引
火
し
爆
発
火
災
が

発
生（
現
在
調
査
中
）50
人
以
上
が
負
傷

す
る
災
害
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
中
身
の
残
っ
た
ス
プ

レ
ー
缶
や
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
が
ゴ
ミ
収

集
車
や
処
理
施
設
に
て
火
災
が
発
生
す

る
と
い
っ
た
こ
と
が
全
国
で
多
数
報
告

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
ス
プ
レ
ー
缶
は
一
般
家
庭
で
も
使
用

さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
同
様
の
事
故
が

県
山
火
事
予
防
運
動実

施
中

ス
プ
レ
ー
缶
の
取
扱
い
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い

平
成
31
年
度
町
消
防
団
　

主
な
行
事
予
定

発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、

廃
棄
な
ど
取
扱
い
に
十
分
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

○
エ
ア
ゾ
ー
ル
製
品
の
処
理
の
注
意
事
項

　
ス
プ
レ
ー
缶
に
は
、
Ｌ
Ｐ
Ｇ（
液
化

石
油
ガ
ス
）・
Ｄ
Ｍ
Ｅ（
ジ
メ
チ
ル
エ
ー

テ
ル
）が
含
ま
れ
可
燃
性
が
あ
り
、
ま

た
空
気
よ
り
重
く
下
に
溜
ま
る
性
質
が

あ
り
ま
す
。

　
屋
内
で
ガ
ス
抜
き
作
業
を
す
る
と
床

や
シ
ン
ク
な
ど
の
く
ぼ
み
に
ガ
ス
が
滞

留
、
ま
た
上
部
に
取
付
ら
れ
た
換
気
扇

で
は
換
気
さ
れ
ず
、
シ
ン
ク
や
湯
沸
器

な
ど
の
火
気
に
よ
り
引
火
し
、
爆
発
事

故
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
屋

内
で
の
作
業
は
、
行
わ
な
い
で
く
だ
さ

い
。

○
参
考
資
料

　
一
般
社
団
法
人
エ
ア
ゾ
ー
ル
協
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
、
エ
ア
ゾ
ー

ル
製
品
な
ど
の
適
切
な
取
扱
い
方
法
な

ど
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
カ

セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
の
処
理
に
関
し
て
は
、

一
般
社
団
法
人
日
本
ガ
ス
石
油
機
器
工

業
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。
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